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我々は、エクソソームの表面に存在する抗原に結合する抗体と
『anti-miR核酸』とを複合化した新しい抗体結合型核酸
“ExomiR-Tracker”を開発した。ExomiR-Tracker は、血液な
どの体液中でエクソソームと特異的に結合した後、エクソソー
ムと一緒にエクソソーム受容細胞に取り込まれ、受容細胞内で
エクソソームから放出されるmiRNAの働きも制御することを
見出している。今回は、本技術の各種疾患治療への可能性につ
いて述べてみたい。
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